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195呼 3月
1953年4月
19碑 4月
195呼 4月
1957年3月
上田昭三博士略歴
大阪市淀川区下新庄町991番地に生まれる
大阪私立北陽商業学校4年修了
関西大学専門部 (2部）商科（旧制）入学
同部卒業
関西大学経済学部入学
同学部卒業
関西大学大学院修士課程入学
山下汽船株式会社に就職 1953年3月 同社退職
関西大学大学院修士課程終了
大阪府非常勤嘱託となり大阪府立商工経済研究所に勤務
関西大学大学院博士課程入学（金融論）
同大学経済学部副手
同学部助手
関西大学大学院博士課程終了
大阪府非常勤嘱託を免ぜられる1958年9月
10月 米国 シカゴ大学 GraduateSchool of Businessに入学，翌年6月
中退
195呼 4月 関西大学経済学部専任講師
1962年4月 同学部助教授
196眸 4月~196吟三3月 日本学術振興会 日米合同研究プロジェクト「生活水準比較研
究委員会」研究委員
196呼 4月 関西大学教授
4月~1970年3月 関西大学より在外学術研究員を命ぜられ，英国エクセター大
＇ 学，および米国ミシガン大学にて研究に従事
1980年10月~1981年9月 関西大学経済学部長
198硝 3月 『個人ローンの実態と展望』により関西大学経済学博士
1982年6月~198辟!=-9月 関西大学協議会協議委員
1983年4月~19糾年3月
19碑 4月~1985年3月
1985年5月～現在
1986年2月~1987年2月
1986年4月～現在
1986年6月~1987年7月
郵政省貯金局「エレクトロニクス化と郵便貯金の在りかたに関
する研究会」部会長代理
郵政省貯金局「郵便為替，郵便振替の料金ーその在りかたに関
する研究会」座長
生活経済学会理事
大阪府地方労働委員会公益委員
金融学会理事
郵政省「郵政審議会」専門委員
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(1989年10月末現在）
著書
個人ローンの実態と展望 東洋経済新報社
オランダ，ノルウェ..,..,西ドイツの郵貯銀行 郵政省貯金局
のローン及びジロ業務の概要
小口預貯金金利の自由化の金融機関報告への 貯蓄経済研究センター
影響や内需拡大効果に関するーシミュレー
ション
噂斎イ箪鈷了デンにおける海外調査報 貯蓄経済研究センター
米国の貯蓄金融機関危機の原因と対策につい 郵政省貯金局
て
共著書
サラリーマン金融の実証的研究ーー歴史・現
状・立法ー一
サラ金問題の実態と分析
サラ金被害の実態と経営の分析
日本の消費者信用ーー病理と対策ー一
論文
課税と貯蓄—―ーカルドア「支出税」につい
て一一
消費者賦払信用の分析
消費者信用統制—新しき統制方法について
の一試案—
アメ＇リカの信用組合と消費者金融
'A Proposition of a New Measure of 
Consumer Credit Control' 
通貨の消費財購買力の国際比較(1)
戦後のアメリカにおける支店制銀行業の発展
通貨の消費財購買力の国際比較(2)
'Use of Consumer Credit in Japan' 
266 
日本経済評論社
全国サラ金問題対策協議
会
全国サラ金問題対策協議
会
全国クレジットサラ金問
題対策協議会
関西大学「経済論集』
7巻5号
末永降甫編『戦後アメリ
｀ヵ資本主義の分析』所収
『金融学会報告」 12
, 『大阪府信用組合協会
報」第9号
Journal of Economic・ 
Behavior, vol. 1, no. 2. 
関西大学経済政治研究所｀
『研究双書』 12冊
』森川太郎博士還暦記念
；文集」ミネルバ書房
関西大学経済政治研究所
「研究双書』 20冊
A Research Report for 
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1964. ・ 
信用創造に関する一考察 関15西巻大4学・5『・経6合済論併号集」 1966年2月
消周費者辺賦九払市信で用の利調用査のに特基性づーく一分大析阪—市および 「企業法研究』 132号 196眸 5月
米国におけるバンククレジットカード(1) 関1暉西大1学号 『経済論集』 196眸 4月
米国におけるバンククレジットカード(2) 関18西巻大3学号 『経済論集」 1968年6月
日米における消費者賦払信用利用 『金融学会報告」 28 196呼 10月
消費者賦払信用需要に影響を及ぽす諸要因 関1暉西大5学号 『経済論集』 19碑 12月
英国向—の金融政策ー一過去 10年間における動 福「私祉学会研修J帥私学研修 197眸 12月
消費者賦払信用の貯蓄に対する効果
森編問川題「太金』融郎ミ博ネと経士ル古済ヴ希理ァ記論書念房の会諸
1971年3月
日本において消費者信用が確立する条件 昭「近和代47年セー ルス」6月号
1972年6月
消費者賦払信用の貯蓄に対する効果 金XI融X学会編『金融論選集』 1973年5月
準備度預と金の制関度連のに批お判い的て検—討ー一貸出準備率制 2関3西巻大4学・5『経合済併号論集』 1973年12月
金利の自由化について
念関2特西・3集大•学4「合創経併立済九号論十集周』年25記巻 1975年11月
サラ金の病理学 「977エ年コノミスト号」 1977年2月
1 2月8日
貸金定業で適問題正金と行利政の設の定責任をー一一一小口貸付法の制 2『磯週刊31金号融財政事情J 1977年8月
サ水ラ準リーの一マ試ン金算融の高金利の原因と適正金利
顎精ぷ嘔T麿翡晶妻溢筍）3饂• 4 
197眸 9月
サラぁリーマン金融の適正金利と必要な法規制 『9金79融年ジャー ナル』 197岬 5月のり方 1 5月号
消費者信用市場の新局面と将来 「金融年ジャー ナル」 197呼 3月
1981 3月号
悪質サラ金の仮面をはぐ 「98エ1コノミスト」
1 年7月28日号
1981年7月
郵貯は誰のためにあるのか 『月刊自由民主』自由民， 1982年2月
進展する消費者金融革命と銀行の責任 「9金82年融ジャーナルJ 198碑 5月
1 5月号
サラ金商法の実態と問題点
、農林林中金金融昭和」5朗三2月号 1983年2月
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，銀行とサラ金の危険な関係 1『9経83済年セミナー 」 1983年2月
2月号
小の口大預蔵金金省利の論の理自―由-化を急げー一預金者不在 『9エコノミスト号」
1 84年7月31日
1984年7月
規制1年，解消せぬサラ金禍 『9エコノミスト号』
1 84年1月6日
1984年11月
サーラ金氏市の場所論の実へ証の的一批・理判論—的分析ー一浜田宏 1『9金85融年ジ3月ャ号ーナル』 198眸 3月
シミュレーション：預金金利の完全自由化を 『98エ5年コノミスト号』 1985年7月急げ 1 7月2日
サ田ラ金宏一市場氏にの常回識答論に対はす当てる再は批ま判るーのか一ー一浜 1『9金85融年ジ8月ャ号ーナル』 1985年8月
小口預金金利の完全自由化を急げ 1r9ェコノミスト』号 1986年7月
8眸 7月15日
呼合謳鴨贔儡色ニ―その都銀，地銀お 関36西巻大2 学•3 『·経4 合済論併集号』 1986年11月
制限ラ金金利悪質を即営業時2防0彩止台のにた一め一に後---"--を絶たない.サ 1「9エコノミスト号』
86年11月4日
1986年11月
消費の者道ローン金利の高位硬直性の原因と解決 ン『国タ民ー生19活87年』国2民月生号活セ 1987年2月
金融自由化と金融業の革新 会『報日f経53済5号研究センター 1987年5月
民営化で立ち直るオランダ郵貯 『98エ8年コノミスト号」 198昨 2月
1 2月2日
消費者信用の現状と課題 研『究か会んぽ19資8梃金p』ll簡月保号資金 1988年11月
米国金融機構の再建 会『報日f経59済1号研究センター 1989年9月
小口MMCのキャップ制度の見直しを 1『9金89融年10ジ月ャ号ーナル」 1989年10月
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